
国内発生８５例目ＣＳＦ（豚熱）

東京都で患畜を確認！

家畜保健衛生所たより家畜保健衛生所たより 令和４年度第３６号 令和４年１１月２１日

全国では野生イノシシからのＣＳＦ陽性確認が続いています。

異状豚観察の徹底を再度お願いします！

＜畜舎舎への立入時の手指消毒・手袋の交換＞
※畜舎外で様々な箇所に触れる手指はウイルス汚染の可能性！
→畜舎への立入り時は手指を消毒しましょう。
その際、
・消毒液が有効に機能するよう有機物を除去するため

手洗い後に消毒しましょう。
・消毒スプレーを用いる場合、手指が接触した箇所にもウイルスが

付着する可能性があることから、手指だけでなくスプレー
本体など接触した全ての箇所を合わせて消毒しましょう。

・畜舎用の手袋を使用する場合、軍手ではなくゴム手袋等の
非浸透性で消毒効果が発揮できる素材を使いましょう。

・手袋は使い捨てか、使用後に洗浄・消毒することが重要です。

※ワクチン接種で安心することなく、引き続き飼養衛生管理基準の
内容を点検し、不遵守の場合には大至急改善してください ！

<発生施設の概要>
所在地：東京都小平市 飼養状況：５頭（試験・研究用）
施設概要：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構

動物衛生研究部門小平海外病研究拠点
<経緯>
・ １１月１８日（金）、上記施設において、外部から試験・研究用として
１７日（木）に導入したイノシシが死亡したため、病性鑑定を実施。

・ 同施設での検査により豚熱の疑いが生じたため、精密検査を実施した
ところ、豚熱の患畜であることが判明。


